
続
い
て
い
た
た
め
、
政
府
は
4

月
26
日
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
を
発
表

し
、
実
施
し
て
き
た
。

　

沖
縄
県
は
現
在
、
県
内
の
揮

発
油
に
対
す
る
「
揮
発
油
税
及

び
地
方
揮
発
油
税
」
（
国
税
）

に
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
当
り
７
０

０
０
円
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
離
島
に
お
け

る
石
油
製
品
の
本
島
並
み
の
価

格
の
安
定
と
円
滑
な
供
給
を
図

る
た
め
の
石
油
製
品
輸
送
等
補

助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
輸

送
経
費
の
ほ
ぼ
全
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
大
幅
な
上
昇
を
軽

減
す
る
た
め
石
油
元
売
り
に
補

助
金
を
支
給
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
離
島
圏
域
の
先
島
地

区
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
依
然
と

し
て
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１
９

５
円
か
ら
２
１
０
円
の
高
止
ま

り
状
態
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
国
や

県
に
対
し
離
島
圏
で
あ
る
先
島

に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰

の
実
態
調
査
を
行
い
、
抜
本
的

な
格
差
是
正
を
求
め
る
。

〇
提
出
先

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
担
当
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議
長　

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人

学
級
」
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
の
前
進
を
求
め
る

意
見
書

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人

学
級
」
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
の
前
進
を
求
め
る

意
見
書提

出
者　

井
上　

美
智
子

要
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
教
育
現
場
は

大
き
な
影
響
を
受
け
、
子
ど
も

た
ち
は
か
つ
て
な
い
不
安
と
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

教
室
の
「
密
」
を
避
け
る
た
め

の
少
人
数
学
級
・
授
業
、
学
校

規
模
の
縮
小
な
ど
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
教
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
教
室

に
「
社
会
的
距
離
」
を
確
保
す

る
に
は
20
人
程
度
で
授
業
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「
20
人
学

級
」
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級

の
前
進
は
圧
倒
的
多
数
の
父
母
・

保
護
者
と
教
職
員
、
地
域
住
民

の
強
い
願
い
で
す
。
そ
れ
に
応

え
て
自
治
体
独
自
の
少
人
数
学

級
は
今
年
度
も
着
実
に
前
進
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
責

任
に
よ
る
施
策
で
は
な
い
た
め
、

自
治
体
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
も
厳
し
い
現
実
で
す
。
教

育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た

め
に
は
、
地
方
に
負
担
を
押
し

つ
け
る
こ
と
な
く
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
少
人
数
学
級
の
前
進

と
そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改

善
を
行
う
こ
と
が
き
わ
め
て
重

要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
石
垣
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の

事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

請
し
ま
す
。　
　

　

１　

子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
り
、
成
長
と
発
達

を
保
障
す
る
た
め
、
緊
急
に
20

人
程
度
で
授
業
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
教

職
員
増
と
教
室
確
保
を
国
の
責

任
で
行
う
こ
と
。

　

２　

「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
は
、
標
準
法
を

改
正
し
教
職
員
定
数
改
善
計
画

を
立
て
る
こ
と
。

〇
提
出
先

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ

放
送
難
視
聴
解
消
を

求
め
る
意
見
書

テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ

放
送
難
視
聴
解
消
を

求
め
る
意
見
書

要
旨

　

当
市
に
お
い
て
は
、
２
０
０

８
年
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
が
、

２
０
０
９
年
10
月
に
は
民
間
放

送
が
中
継
局
を
整
備
し
、
念
願

の
沖
縄
本
島
と
同
様
に
テ
レ
ビ

を
視
聴
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
利
用

で
、
字
幕
放
送
、
解
説
放
送
、

ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
、
あ
る

い
は
双
方
向
通
信
に
よ
る
番
組

へ
の
視
聴
者
参
加
、
携
帯
電
話

で
の
テ
レ
ビ
視
聴
な
ど
、
即
時

性
及
び
多
機
能
性
が
各
段
に
向

上
し
、
情
報
格
差
の
解
消
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
当
市
の
北
部
山
あ

い
と
な
る
地
区
に
お
い
て
は
電

波
を
受
信
で
き
な
い
世
帯
、
ま

た
は
電
波
が
弱
い
世
帯
が
少
な

く
な
い
。
２
０
１
１
年
前
後
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

期
間
中
、
各
世
帯
に
よ
る
ア
ン

テ
ナ
及
び
ブ
ー
ス
タ
ー
の
購
入
・

設
置
を
、
あ
る
い
は
、
民
間
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
加

入
を
推
奨
さ
れ
、
住
民
負
担
で

対
応
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
加

入
金
等
及
び
月
額
視
聴
料
、
さ

ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
受
信
料
支

払
い
な
ど
負
担
は
大
き
く
、
高

齢
者
及
び
低
所
得
者
世
帯
に
は

大
変
厳
し
い
と
、
視
聴
を
諦
め

て
い
る
世
帯
も
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
地
区
で
は
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
電
波
も
弱
く
、
緊
急
時
や
災

害
時
に
お
い
て
の
、
警
報
及
び

情
報
が
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

世
帯
も
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
、
本
年
12

月
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
が
撤
退
す
る
と
通
告
さ
れ
、

抜
本
的
な
対
策
を
切
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
県
に
お
か

れ
て
は
、
改
め
て
、
テ
レ
ビ
及

び
ラ
ジ
オ
難
視
聴
世
帯
等
を
調

査
・
把
握
し
、
住
民
負
担
の
少

な
い
「
無
線
共
聴
施
設
」
の
整

備
や
、
あ
る
い
は
「
多
良
間
中

継
局
施
設
」
整
備
等
の
実
現
に

向
け
、
確
実
な
難
視
聴
解
消
を

実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
。

提
出
者　

総
務
財
政
委
員
会

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

〇
提
出
先

　

総
務
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
担
当
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
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